
令和初の新年… 次代を担う子どもたち「自分らしく いきいきと」

校長 平田 義高
新年明けましておめでとうございます。保護者並びに地域の皆様には、希望あふれる令

和初の新春をお迎えのことと思います。

昨年は本校の教育活動へのご理解、ご支援をいただきまし

て、子どもたちが健やかに学校生活を送ることができました。

深く感謝申し上げます。

特に、子どもたちの見守りに関しては雨の中、暑い中、寒

い中、毎日の見守りを継続して行っていただきましたことは

本当にありがたいことだと思っております。

本年も子どもたちの見守りを切にお願いすると同時に、ご

家庭・地域の皆様のご多幸を心より願っております。本年も

どうぞよろしくお願い申し上げます。

人により見える色が違うことがある「ベンハムのコマ」に思うこと

ベンハムのコマをご存知の方も多いと思います。右図のようなコマ

のことです。この模様はたくさんあります。

このコマを回すと、弧状の薄い色があちこちに見えます。この色は

フェヒナーの色と呼ばれますが、人により異なる色となることが多い

ようです。なぜこのような現象が起こるのか完全にはわかっていませ

ん。回る前は、白黒の色しかないのに、黄色やオレンジ、緑、青に見

えたりして不思議な感じがします。

このコマは、イギリスのおもちゃ製造業者であるチャールス・ベン

ハムの名に由来する独楽（こま）のことです。創られたのは１８９５

年。一時期爆発に売れたそうです。

日本でも、テレビ局で１９５９年にこの原理を応用して、白黒テレ

ビにもかかわらず「疑似カラーシステム」で番組タイトルで放送され

たこともあるそうです。白黒なのにカラーに見えるというのは不思議

ですね。

ベンハムのコマのように、同じ子どもでも、見る人によりその見え方は違います。「元

気で明るい子」→「乱暴な子」、「暗い子」→「物静かで落ち着いた子」、これは、極端な

例かもしれませんがあり得ることです。

「短所は長所」「長所は短所」と言いますが、子どもの持つ個性や特性をよく理解して、

「よりよく いきいきと 活動する子ども」を育てるべく３学期も指導に当たっていきた

いと思います。保護者の皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

最後になりましたが、冬休みの生活はいかがだったでしょうか。年末・年始ならではの

体験ができましたでしょうか。子どもの成長にとって大切なことは「豊かな体験」と「振

り返り」です。成功体験も失敗体験もどちらも貴重なもので、振り返りの中で何を学ぶか

が成長に大きく関わってきます。
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自分の五感を使って体験しその体験の意義を振り返ることによって、満足感・達成感・

成就感などが強化され自信へとつながるからです。

今日から３学期。ねずみ年の象徴は「繁栄」だそうです。

子どもたちにとっての繁栄は、夢と希望を持って、自分らしさを大切に、勇気を持って、

目標につき進む日々を過ごし、より大きく成長していくことだと思います。保護者の皆様

と共に私たちも努力していきたいと思います。
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４年・５年 邦楽鑑賞教室

１２月１７日（火）、流山市邦楽三曲会の皆様を講師に招

き、４年生と５年生がそれぞれ邦楽鑑賞教室を行いました。

４年生は音楽室において琴・三味線・尺八の演奏を聴き、

優雅な音色を楽しみました。目の前で演奏を聴くのは初め

てという子どもたちも多く、新鮮な感動を味わうことがで

きたようです。

続いて５年生は体育館で開催しました。演奏を聴くだけ

でなく、琴や三味線、尺八の音色に合わせて歌ってみたり、

それぞれの楽器演奏を体験してみたりすることができまし

た。

邦楽鑑賞教室は、地域の皆様のご理解ご協力を得て毎年

開催されています。今年は日本でオリンピック・パラリン

ピックが開かれ、世界中からたくさんの外国人が訪れます。

子どもたちが自国の文化に触れる機会を持つことで、自身

に誇りを持ち、世界の文化を受け入れながら成長していく

ことを望んでいます。

＜新校舎増築工事＞
右の写真は１月６日（月）現在の工事状況です。新校舎

の２階部分の鉄筋を組むため、周囲に足場を設置し、防護

シートが張られました。１４日（火）にはコンクリートを

一気に流し込み、新校舎の１，２階が現われます。第４校

舎の前庭では新しい小屋を作る工事も始まり、１年生は校

庭で遊ぶようになりました。学校からも、日々、市役所や

建設業者に子どもたちの安全を第一に工事を進めるよう要

請をしております。

皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

２学期末の全校大掃除に合わせて保護者の皆様を対
象にボランティアを募集したところ、当日は１９名の
方々にご参加いただきました。
普段、子どもたちでは手が届かない所を中心にてい

ねいにふいていただきました。子どもたちの掃除の様
子を参観していただくとともに、子どもたちにとって
も清掃のよい手本となったようです。
今学期末にも再度、機会を設けたいと考えています。

より多くの皆様のご参加をお待ちしています。
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